
矢板市議会だより（1）平成25年5月1日 （第181号）

３
月
３
月

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　

第
321
回
市
議
会
定
例
会
は
、3
月
1
日
か
ら
21
日
ま
で
の

21
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、市
長
の
専
決
処
分
事
項
承
認
、平
成
25
年

度
当
初
予
算
、平
成
24
年
度
補
正
予
算
、条
例
の
制
定
・一
部
改

正
な
ど
、市
長
提
出
議
案
27
件
を
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、平
成
24
年
度
補
正
予
算
、工
事
請
負
契
約
の
締
結

な
ど
、追
加
議
案
3
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、矢
板
市
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
制
定
、市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
指
定
及
び
国
民
健

康
保
険
へ
の
国
庫
負
担
増
額
を
求
め
る
意
見
書
の
議
員
案
3

件
が
提
出
さ
れ
、原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

臨時会審議結果

定例会審議結果
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矢板市議会だより（第181号） 平成25年5月1日（2）

追
加
議
案
第
1
号　

平
成　

年
度
矢

24

板
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第　

号
）

12

　

国
の
経
済
対
策
に
伴
う
補
助
事
業

の
片
岡
中
学
校
武
道
場
建
設
事
業
の

追
加
な
ど
で
あ
り
、
歳
入
歳
出
に
そ

れ
ぞ
れ
1
億
3,
4
5
0
万
円
を
追

加
計
上
し
、
予
算
総
額
を　

億
2,

130

7
0
0
万
円
に
補
正
す
る
。

―
原
案
可
決
―

追
加
議
案
第
2
号
及
び
追
加
議
案
第

3
号　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
地
滑
り

被
害
を
受
け
た
中
地
区
の
ロ
ビ
ン
シ

テ
ィ
住
宅
団
地
及
び
成
田
地
区
の

ハ
ッ
ピ
ー
ハ
イ
ラ
ン
ド
住
宅
団
地
に

お
い
て
、
地
盤
の
再
滑
動
崩
落
を
防

止
す
る
に
当
た
り
、
造
成
宅
地
滑
動

崩
落
緊
急
対
策
工
事
を
実
施
す
る
た

め
、
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

―
原
案
可
決
―

議
員
案
第
2
号　

市
長
の
専
決
処
分

事
項
の
指
定
に
つ
い
て

　

市
営
住
宅
の
管
理
上
必
要
な
訴
え

の
提
起
、
和
解
及
び
調
停
に
関
す
る

こ
と
並
び
に
議
会
の
議
決
を
経
て
締

結
し
た
工
事
又
は
製
造
の
請
負
契
約

議
員
案
第
1
号　

指
定
廃
棄
物
の
最

終
処
分
場
候
補
地
の
白
紙
撤
回
を
求

め
る
意
見
書 
円
円
円 
―
原
案
可
決
―

（　

ペ
ー
ジ
に
意
見
書
掲
載
）

12

議
案
第　

号　

矢
板
市
長
等
の
給
料

14

及
び
期
末
手
当
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
及
び
議
案
第　
15

号　

矢
板
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
料
及
び
期
末
手
当
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
鑑
み
、

平
成　

年
度
も
引
き
続
き
、
市
長
等

25

の
給
料
及
び
期
末
手
当
を
削
減
し
、

財
政
の
健
全
化
を
推
進
す
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
特
例
条
例
を
制
定
す
る
。

―
原
案
可
決
―

議
案
第　

号　

矢
板
市
議
会
政
務
調

17

査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
整
備
を
行
う
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
。

―
原
案
可
決
―

議
員
案
第
1
号　

矢
板
市
議
会
議
員

の
期
末
手
当
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
鑑
み
、

平
成　

年
度
も
引
き
続
き
、
議
員
の

25

期
末
手
当
を
削
減
し
、
財
政
の
健
全

化
を
推
進
す
る
た
め
、
特
例
条
例
を

制
定
す
る
。 円
円
円 
―
原
案
可
決
―

　

第　

回
臨
時
会
が
1
月　

日
、

320

17

1
日
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

本
臨
時
会
で
は
、
指
定
廃
棄
物

の
最
終
処
分
場
候
補
地
の
白
紙

撤
回
を
求
め
る
意
見
書
の
議
員

提
出
議
案
1
件
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

本
市
議
会
は
、
既
に
平
成　
24

年
9
月
7
日
付
け
で
指
定
廃
棄

物
の
最
終
処
分
場
建
設
候
補
地

の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

を
、
内
閣
総
理
大
臣
、
環
境
大

臣
、
衆
議
院
議
長
及
び
参
議
院

議
長
に
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
周
知
の
と
お
り
、

平
成　

年　

月
の
政
権
交
代
に

24

12

よ
り
新
た
な
内
閣
が
誕
生
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
改
め
て
、
新
た

な
内
閣
に
お
い
て
、
前
の
内
閣

が
選
定
し
た
最
終
処
分
場
候
補

地
を
白
紙
撤
回
す
る
よ
う
、
強

く
求
め
る
も
の
で
す
。

第320回
臨
時
会
審
議
結
果

臨
時
会
審
議
結
果

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

第321回

定
例
会
審
議
結
果

に
つ
い
て
、
契
約
金
額
の
5
パ
ー
セ

ン
ト
以
内
に
相
当
す
る
金
額
に
係
る

契
約
の
変
更
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
地
方
自
治
法
第　

条
第
1
項
の

180

規
定
に
よ
り
議
会
の
権
限
に
属
す
る

軽
易
な
事
項
で
、
市
長
に
お
い
て
専

決
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

し
た
。
な
お
、
昭
和　

年
に
指
定
し

31

た
国
庫
支
出
金
及
び
県
支
出
金
の
決

定
に
よ
り
、
こ
れ
を
財
源
と
し
て
事

業
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
歳
入
歳

出
予
算
の
追
加
を
廃
止
し
た
。

―
原
案
可
決
―

議
員
案
第
3
号　

国
民
健
康
保
険
へ

の
国
庫
負
担
増
額
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

―
原
案
可
決
―

（　

ペ
ー
ジ
に
意
見
書
掲
載
）

12

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第　

号
）

11

　

歳
入
歳
出
す
べ
て
に
つ
い
て
検
討

を
加
え
、
過
不
足
を
精
査
の
う
え
、

新
た
な
財
政
需
要
に
適
切
に
対
処
す

る
こ
と
と
し
て
編
成
し
た
結
果
、
歳

入
歳
出
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
6
億　

万
円

750

を
減
額
し
、
予
算
総
額
を　

億
9,

128

2
5
0
万
円
に
補
正
す
る
。

―
原
案
可
決
―

議
案
第　

号　

平
成　

年
度
矢
板
市

12

24

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
7,
7
2

1
万
1
千
円
を
追
加
計
上
し
、
予
算

総
額
を　

億
2,
1
0
4
万
8
千
円

38

に
補
正
す
る
。 円
円 
―
原
案
可
決
―

議
案
第　

号　

矢
板
市
新
型
イ
ン
フ

16

ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特

別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

本
部
の
設
置
に
必
要
な
事
項
を
定
め

る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
。

―
原
案
可
決
―

議
案
第　

号　

矢
板
市
暴
力
団
排
除

18

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の

防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
所
要
の
整
備
を
行
う
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

―
原
案
可
決
―

議
案
第
1
号　

市
長
の
専
決
処
分
事

項
承
認
に
つ
い
て

　

専
決
第
1
号　

平
成　

年
度
矢
板

24

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第　

号
）

10

　

成
田
地
内
及
び
中
地
内
の
住
宅
団

地
に
係
る
地
滑
り
対
策
に
要
す
る
経

費
で
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
2
億

6,
4
0
0
万
円
を
追
加
計
上
し
、

予
算
総
額
を　

億
円
に
補
正
し
た
。

135

―
承　
　

認
―

議
案
第　

号　

平
成　

年
度
矢
板
市

11

24



矢板市議会だより（3）平成25年5月1日 （第181号）

総務厚生常任委員会

経
済
建
設
文
教
常
任
委
員
会

議
案
第　

号　

特
別
職
の
職
員
で
非

19

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

特
別
職
で
非
常
勤
で
あ
る
学
校
医

及
び
学
校
薬
剤
師
の
報
酬
の
額
を
改

定
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
。 円
円
円
円
円 
―
原
案
可
決
―

議
案
第　

号　

矢
板
市
こ
ど
も
医
療

21

費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
及
び
議
案
第　

号　

矢
板

22

市
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

3
歳
以
上
か
ら　

歳
に
達
す
る
日

18

以
後
の
最
初
の
3
月　

日
ま
で
の
間

31

に
あ
る
こ
ど
も
の
受
診
分
に
対
す
る

医
療
費
の
自
己
負
担
を
免
除
す
る
こ

と
に
伴
い
、
所
要
の
整
備
を
行
う
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

―
原
案
可
決
―

議
案
第　

号　

矢
板
市
障
害
程
度
区

23

分
審
査
会
の
委
員
の
定
数
等
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
所
要
の
整
備
を
行
う
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

―
原
案
可
決
―

議
案
第　

号　

矢
板
市
重
度
心
身
障

24

害
者
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

3
歳
以
上
か
ら　

歳
に
達
す
る
日

18

以
後
の
最
初
の
3
月　

日
ま
で
の
間

31

に
あ
る
こ
ど
も
の
受
診
分
に
対
す
る

医
療
費
の
自
己
負
担
を
免
除
す
る
こ

と
及
び
障
害
者
自
立
支
援
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
所
要
の
整
備
を
行
う

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

―
原
案
可
決
―

議
案
第　

号　

矢
板
市
介
護
保
険
条

25

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
及

び
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
申
請
者
の
法
人
格
の
有

無
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老

人
福
祉
施
設
の
入
所
定
員
を
定
め
る

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

―
原
案
可
決
―

議
案
第　

号　

矢
板
市
消
防
団
条
例

27

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

消
防
団
員
の
費
用
弁
償
の
見
直
し

に
伴
い
、
そ
の
支
給
額
を
改
定
す
る

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

―
原
案
可
決
―

議
案
第　

号　

平
成　

年
度
矢
板
市

13

24

木
幡
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
1
号
）

　

歳
入
歳
出
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
1,
4

9
0
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

1
億
9,
4
8
0
万
円
に
補
正
す
る
。

―
原
案
可
決
―

議
案
第　

号　

矢
板
市
立
学
校
給
食

20

共
同
調
理
場
設
置
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

学
校
給
食
調
理
場
の
対
象
学
校
の

変
更
を
行
う
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
。

―
原
案
可
決
―

議
案
第　

号　

矢
板
市
都
市
公
園
条

26

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

新
た
に
木
幡
土
地
区
画
整
理
事
業

地
内
に
「
よ
し
は
ら
公
園
」
を
設
置

す
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
整
備
を

行
う
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
。

―
原
案
可
決
―

木幡土地区画整理事業地内（よしはら公園）現地調査

ハッピーハイランド住宅団地現地調査中央配水池現地調査



矢板市議会だより（第181号） 平成25年5月1日（4）

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
、
各
特
別

25

会
計
及
び
水
道
事
業
会
計
予
算
の
審

査
に
つ
い
て
は
、
議
員
全
員
に
よ
る

予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長
中

村
有
子
委
員
、
副
委
員
長
石
井
侑
男

委
員
）
を
設
置
し
、
各
常
任
委
員
会

を
単
位
と
す
る
分
科
会
に
関
係
部
分

の
審
査
を
付
託
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

科
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

3
月　

日
の
予
算
審
査
特
別
委
員

15

会
に
お
い
て
、
各
分
科
会
委
員
長
等

か
ら
審
査
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告

を
受
け
、
原
案
が
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

3
月　

日
の
本
会
議
で
、
予
算
審

21

査
特
別
委
員
長
が
、
平
成　

年
度
は
、

25

第
2
次　

世
紀
矢
板
市
総
合
計
画
が

21

ス
タ
ー
ト
し
て
3
年
目
を
迎
え
る
が
、

計
画
に
掲
げ
た
市
民
力
の
向
上
、
教

育
の
尊
重
、
暮
ら
し
の
安
全
な
ど
の

重
点
計
画
を
着
実
に
推
進
し
、
か
つ

地
域
に
お
け
る
様
々
な
行
政
課
題
や
、

新
た
な
行
政
需
要
な
ど
に
的
確
に
対

応
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
事
務
事
業

の
抜
本
的
な
見
直
し
を
図
り
、
事
業

の
必
要
性
や
優
先
順
位
を
見
極
め
、

限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
・
効
率
的

配
分
に
努
め
る
よ
う
要
望
し
、
平
成

　

年
度
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
及

25び
水
道
事
業
会
計
予
算
を
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

会
計
ご
と
の
予
算
額
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

平成25年度会計別予算額

一般会計

介護保険

国民健康保険

後期高齢者医療

農業集落排水事業

公共下水道事業

コリーナ矢板排水処理事業

木幡宅地造成事業

水道事業会計

0 5 10 15 20 25 30 35 40 120 125 130 135 140
（億円）

平成25年度
平成24年度

136億1,000万円136億1,000万円

121億3,700万円121億3,700万円
22億4,640万円22億4,640万円

38億3,410万円38億3,410万円

3億450万円3億450万円

5,550万円5,550万円

7億6,000万円7億6,000万円

1,590万円1,590万円

1億5,980万円1億5,980万円

11億1,600万円11億1,600万円

21億2,490万円21億2,490万円

36億3,700万円36億3,700万円

2億7,540万円2億7,540万円

5,580万円5,580万円

9億570万円9億570万円

1,650万円1,650万円

2億970万円2億970万円

14億2,250万円14億2,250万円

予算審査特別委員会
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議　　員　　名

議
決
結
果

件　　名
議
案
番
号

会
議
名

髙　

瀬　

和　

夫

大　

貫　

雄　

二

大　

島　

文　

男

今　

井　

勝　

巳

渡　

邉　

孝　

一

守　

田　

浩　

樹

中　

村　

久　

信

宮　

本　

妙　

子

中　

村　

有　

子

石　

井　

侑　

男

八
木
澤　

一　

重

和　

田　

安　

司

小　

林　

勇　

治

佐　

貫　
　
　

薫

宮　

澤　

礼　

人

伊　

藤　

幹　

夫

○○○欠○

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
ら
ず
。

○○○○○○○○欠○原案可決指定廃棄物の最終処分場候補地の白紙撤
回を求める意見書議員案第1号第320回

臨時会

○○○○○○○○○○○○○○○承認市長の専決処分事項承認について　専決第1号　
平成24年度矢板市一般会計補正予算(第10号)議案第1号

第　

回
定
例
会

321

○○○○○○○○○○○○○○○原案可決平成25年度矢板市一般会計予算議案第2号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決平成25年度矢板市介護保険特別会計予算議案第3号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決平成25年度矢板市国民健康保険特別会計予算議案第4号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決平成25年度矢板市後期高齢者医療特別会計予算議案第5号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決平成25年度矢板市農業集落排水事業特別会計予算議案第6号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決平成25年度矢板市公共下水道事業特別会計予算議案第7号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決平成25年度矢板市コリーナ矢板排水処理事業特別会計予算議案第8号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決平成25年度矢板市木幡宅地造成事業特別会計予算議案第9号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決平成25年度矢板市水道事業会計予算議案第10号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決平成24年度矢板市一般会計補正予算（第11号）議案第11号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決平成24年度矢板市国民健康保険特別会計補正予算（第3号）議案第12号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決平成24年度矢板市木幡宅地造成事業特別会計補正予算（第1号）議案第13号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決矢板市長等の給料及び期末手当の特例に関する条例の制定について議案第14号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決矢板市教育委員会教育長の給料及び期末手当の特例に関する条例の制定について議案第15号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決矢板市新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について議案第16号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決矢板市議会政務調査費の交付に関する条例の一部改正について議案第17号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決矢板市暴力団排除条例の一部改正について議案第18号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について議案第19号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決矢板市立学校給食共同調理場設置条例の一部改正について議案第20号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決矢板市こども医療費助成に関する条例の一部改正について議案第21号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決矢板市ひとり親家庭医療費助成に関する条例の一部改正について議案第22号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決矢板市障害程度区分審査会の委員の定数等を定める条例の一部改正について議案第23号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決矢板市重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部改正について議案第24号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決矢板市介護保険条例の一部改正について議案第25号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決矢板市都市公園条例の一部改正について議案第26号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決矢板市消防団条例の一部改正について議案第27号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決平成24年度矢板市一般会計補正予算（第12号）追加議案第1号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決工事請負契約の締結について追加議案第2号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決工事請負契約の締結について追加議案第3号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決矢板市議会議員の期末手当の特例に関する条例の制定について議員案第1号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決市長の専決処分事項の指定について議員案第2号
○○○○○○○○○○○○○○○原案可決国民健康保険への国庫負担増額を求める意見書議員案第3号
○○○○○○○○○○○○○○○採択国民健康保険への国庫負担増額を求める陳情陳情第18号

○：賛成　×：反対　欠：欠席

平成25年第320回臨時会及び
第321回定例会における表決状況一覧
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　今定例会の一般質問は、３月４日、５日の２日間行われました。
　一般質問には、７人の議員が登壇し、多方面にわたって活発な質問を行い
ました。その概要をお知らせします。

　
　

一
般
質
問
の
主
な
項
目
（
質
問
順
）

小
林　

勇
治　

議
員

1
職
員
力
の
向
上
に
つ
い
て

　

①
お
も
て
な
し
の
心
、
サ
ー
ビ
ス
精
神
に
つ

い
て

　

②
職
員
力
を
活
用
し
た
行
政
改
善

　

③
職
員
提
案
制
度
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

2
た
ば
こ
税
に
つ
い
て

　

①
た
ば
こ
税
の
仕
組
と
税
収
見
込
み
に
つ

い
て

3
国
旗
に
つ
い
て

　

①
道
徳
教
育
の
中
で
の
扱
い
に
つ
い
て

　

②
学
校
、
家
庭
、
地
域
で
の
扱
い
に
つ
い
て

石
井　

侑
男　

議
員

1
公
共
施
設
、
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策

に
つ
い
て

2
職
員
定
員
適
正
化
計
画
の
見
直
し
に
つ

い
て

3
小
規
模
特
認
校
（
西
小
学
校
、
豊
田
小

学
校
）の
学
校
経
営
に
つ
い
て

4
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

伊
藤　

幹
夫　

議
員

1
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
に
よ
る
地

域
振
興
に
つ
い
て

　

①
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
に
よ
る
地

域
へ
の
効
果
に
つ
い
て

　

②
企
業
誘
致
に
つ
い
て

2
市
管
理
の
道
路
及
び
構
造
物
の
安
全
性

に
つ
い
て

　

①
老
朽
化
に
よ
る
危
険
箇
所
の
認
識
に
つ

い
て

　

②
危
険
箇
所
の
情
報
収
集
に
つ
い
て

　

③
点
検
修
繕
に
つ
い
て

3
幼
児
期
に
お
け
る
防
災
教
育
に
つ
い
て

　

①
幼
児
期
の
防
災
教
育
の
現
状
に
つ
い
て

　

②
ア
メ
リ
カ
式
防
災
教
育
の
導
入
推
進
に

つ
い
て

今
井　

勝
巳　

議
員

1
財
政
問
題
に
つ
い
て（
歳
入
確
保
）

　

①
市
税
確
保
の
観
点
か
ら
、
今
後
の
市
内

経
済
動
向
を
ど
う
予
測
す
る
か

　

②
現
状
の
財
政
健
全
化
対
策
で
持
続
は
可

能
か

　

③
新
政
権
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
打
ち
出
し
て

い
る
。矢
板
と
し
て
期
待
出
来
る
も
の
は

何
か

　

④
成
長
戦
略
は
規
制
緩
和
を
大
胆
に
行
な

う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。矢
板
市
と
し
て

取
り
組
め
る
も
の
は
あ
る
の
か

2
職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て

中
村　

有
子　

議
員

1
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

　

①「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」の
導
入
に
つ
い

て

　

②
高
齢
者
、
障
が
い
者
世
帯
の
家
庭
ご
み

収
集
に
つ
い
て

　

③
介
護
マ
ー
ク
の
普
及
と
周
知
に
つ
い
て

2
環
境
行
政
に
つ
い
て

　

①
「
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
の
成
立
を

受
け
て
、
レ
ア
メ
タ
ル
等
の
回
収
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

3
選
挙
対
策
に
つ
い
て

　

①
期
日
前
投
票
の
宣
誓
書
の
事
前
記
入
に

つ
い
て

宮
澤　

礼
人　

議
員

1
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

　

①
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て

　

②
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

　

③
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
公
共
設
備
に
つ

い
て

2
矢
板
市
の
環
境
を
守
る
為
に

　

①
環
境
基
本
条
例
と
そ
れ
に
伴
う
関
連
条

例
に
つ
い
て

　

②
放
射
能
汚
染
対
策
課
の
事
業
計
画

3
自
治
体
間
格
差
に
勝
ち
抜
く
為
に

　

①
情
報
の
伝
達
・
発
信

　

②
お
金
を
か
け
な
い
積
極
的
な
施
策

佐
貫　
　

薫　

議
員

1
安
全
・
安
心
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

　

①
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

　

②
い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

　

③
福
祉
施
策
に
つ
い
て

2
放
射
性
廃
棄
物
最
終
処
分
場
候
補
地

問
題
に
つ
い
て

　

①
現
状
の
動
き
と
課
題
に
つ
い
て

　

②
今
後
の
動
き
に
つ
い
て
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小
林　

勇
治　

議
員

お
も
て
な
し
の
心
、
サ
ー
ビ
ス

精
神
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

市
政
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
I
T
化
や
少
子
高
齢
化
の

進
展
な
ど
に
伴
い
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、
地
域
住
民
の
意
識
も
多
様
化
、

複
雑
化
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

健
康
づ
く
り
に
対
す
る
関
心
の
高

ま
り
や
、
毎
日
を
安
全
で
快
適
な
環

境
の
な
か
で
生
活
し
た
い
と
い
う
願
い

な
ど
、
今
、
ま
さ
に
市
民
が
市
に
求

め
て
い
る
施
策
は
、
将
来
へ
の
不
安
感

を
払
拭
す
る
た
め
の
施
策
や
、
日
々
の

生
活
に
充
実
感
を
も
た
ら
す
施
策
と

い
っ
た
、
高
度
で
総
合
的
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　

適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
職

員
一
人
ひ
と
り
が
全
体
の
奉
仕
者
で

あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
意
欲
的
に
職

務
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
身
近
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
、
職
務
に
当
た
っ
て
い
く
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

職
員
の
意
識
・
能
力
の
向
上
及
び

組
織
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
新
採

用
職
員
研
修
や
3
年
目
の
職
員
の
接

遇
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
研
修
、
更
に
は
民
間

企
業
派
遣
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
民
課
に
は
、
総
合
案
内

員
を
配
置
し
て
、
初
め
て
市
役
所
へ

来
た
方
や
、
手
続
き
を
す
る
窓
口
に

迷
っ
て
い
る
方
に
と
っ
て
、
わ
か
り
や

す
く
円
滑
に
処
理
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。こ
の
よ
う
に
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
上
で
お
も
て
な
し
の
心
は
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
も
職
員
研
修
の
充
実
や
窓
口
の
改

善
に
よ
り
、
市
民
満
足
度
を
向
上
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

職
員
力
を
活
用
し
た
行
政
改
善

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

職
員
が
業
務
を
行
う
上

で
、
改
善
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
つ
な
が
る
重
要
な
こ
と
と
考
え

て
お
り
、
全
職
員
を
対
象
に
目
標
管

理
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。こ
の
制
度

は
、
年
度
当
初
に
業
務
の
改
善
、
課

題
等
を
所
属
長
と
面
談
し
、
事
務
事

業
を
推
進
す
る
た
め
の
方
法
等
を
決

め
て
、
年
度
末
に
評
価
し
て
い
く
も
の

で
あ
り
、
目
標
設
定
か
ら
目
標
達
成

の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
職
員
の
自
主

性
や
職
務
遂
行
へ
の
意
欲
を
引
き
出

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。所
属
長

は
、
随
時
進
捗
状
況
を
面
談
に
よ
り

確
認
し
て
い
き
、
課
内
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
図
れ
る
こ
と
か
ら
、
職
場
環

境
の
改
善
に
も
役
立
つ
も
の
と
考
え

て
い
る
。職

員
提
案
制
度
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

策
定
し
、
整
備
の
優
先
度
を
見
極
め

な
が
ら
効
率
的
な
維
持
・
管
理
に
努
め

て
お
り
、
実
施
に
際
し
て
は
、
中
期
財

政
計
画
に
お
い
て
、
実
施
年
度
の
調
整

を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
る
。ま
た
、
大

が
か
り
な
施
設
更
新
等
に
備
え
て
、
公

共
施
設
整
備
基
金
の
積
立
な
ど
も
行
っ

てい
る
。

　

現
在
、
公
共
建
築
物
を
対
象
と
し

て
、
計
画
的
な
耐
震
改
修
を
目
的
と

し
た
公
共
施
設
耐
震
化
計
画
の
策
定

を
進
め
てい
る
。　

　

社
会
基
盤
施
設
の
更
新
の
実
施
時

期
が
一
時
的
に
集
中
し
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
が
、
新
政
府
の
重
点
施
策

と
し
て「
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
必

要
な
、
社
会
基
盤
の
老
朽
化
対
策
に

対
す
る
支
援
」を
目
的
と
し
た
補
助
制

度
の
創
設
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
制
度
の
詳
細
を
十
分
に

調
査
・
分
析
し
、
最
大
限
に
活
用
し
な

が
ら
進
め
てい
き
た
い
と
考
え
てい
る
。

小
規
模
特
認
校（
西
小
学
校
・
豊

田
小
学
校
）
の
学
校
経
営
に
つ
い

て
伺
う
。

教
育
長　

西
小
学
校
と
豊
田
小

学
校
で
は
、
極
端
に
入
学
者
が

減
少
す
る
な
か
、
学
校
の
良
さ
を
生
か

し
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
実
践
し

て
い
る
。両
小
学
校
の
こ
れ
ま
で
の
教
育

石
井　

侑
男　

議
員

老
朽
化
施
設
の
更
新
に
よ
る
多

大
な
費
用
に
つ
い
て
、
そ
の
財
源

の
確
保
な
ど
の
問
題
が
あ
る
な
か
で

当
局
の
考
え
を
問
う
。

総
合
政
策
課
長　

矢
板
市
は
、

市
庁
舎
や
小
中
学
校
な
ど
の
公

共
施
設
と
し
て
、
規
模
の
大
き
い
も
の

を　

棟
程
度
有
し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
、

100
小
中
学
校
の
耐
震
化
を
集
中
的
に
推

進
し
、
本
年
度
ま
で
に
お
お
む
ね
完
了

す
る
こ
と
が
で
き
た
。新
年
度
よ
り
公

民
館
や
文
化
会
館
な
ど
の
教
育
施
設

について
も
順
次
耐
震
化
を
進
め
てい
る
。

　

市
営
住
宅
につい
て
は
、
す
べ
て
の
棟

が
耐
震
性
を
有
し
て
い
る
が
、
計
画
的

な
更
新
を
図
る
た
め
、
現
在
長
寿
命

化
計
画
を
策
定
中
で
あ
り
、
計
画
に

基
づ
き
順
次
老
朽
箇
所
の
改
修
を
進

め
てい
く
。上
水
道
で
は
、
特
に
老
朽
化

の
著
し
い
石
綿
管
や
塩
化
ビニー
ル
管
を

中
心
に
順
次
更
新
し
て
い
る
。公
共
下

水
道
の
終
末
処
理
場
は
、
長
寿
命
化

計
画
に
よ
り
耐
震
化
と
併
せ
て
老
朽

箇
所
の
更
新
を
進
め
て
い
る
。道
路
の

橋
り
ょ
う
は
、
主
要　

橋
を
対
象
と
し

54

て
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策
定
し
、

計
画
的
に
進
め
てい
る
。こ
れ
ら
を
始
め
、

公
共
施
設
の
改
修
に
際
し
、
施
設
の
現

状
調
査
な
ど
に
基
づ
き
改
修
計
画
を

職
員
力
の
向
上

市
長　

職
員
提
案
制
度
は
、
市

が
行
う
施
策
及
び
事
務
事
業
に

つい
て
、
職
員
か
ら
広
く
ア
イ
デ
ア
を

求
め
、
こ
れ
を
積
極
的
に
市
政
に
反

映
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
及
び
効
果
的
か
つ
効
率
的

な
行
政
運
用
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
制
度
で
あ
る
。

　

提
案
で
き
る
テ
ー
マ
を
「
市
民
サ
ー

ビ
ス
が
向
上
す
る
こ
と
」「
事
務
能
率

が
向
上
す
る
こ
と
」「
経
費
の
節
減
に

な
る
こ
と
」「
収
入
の
増
加
に
な
る
こ

と
」「
公
益
上
有
効
で
あ
る
こ
と
」の
5

項
目
設
定
し
、
提
案
は
、
す
べ
て
の
職

員
が
いつ
で
も
可
能
と
し
て
い
る
。

　

提
案
さ
れ
た
内
容
は
、
庁
内
の
審

査
委
員
会
で
採
否
を
審
査
し
、
採
用

と
な
っ
た
提
案
に
つ
い
て
は
、
提
案
者

に
対
す
る
褒
賞
が
な
さ
れ
、
特
に
優

秀
な
提
案
は
公
表
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
に
約　

件
の
提
案

50

が
な
さ
れ
、
そ
の
う
ち
8
件
が
採
用

と
な
っ
た
。そ
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、

「
安
価
な
事
務
用
品
の
導
入
に
よ
る

経
費
節
減
を
目
的
と
し
た
提
案
」「
公

用
の
郵
便
封
筒
の
有
効
活
用
に
関
す

る
提
案
」「
窓
口
対
応
な
ど
の
迅
速
化

に
関
す
る
提
案
」等
が
あ
っ
た
。

　

今
後
と
も
、
よ
り
積
極
的
な
提
案

を
促
進
す
る
こ
と
で
、
職
員
が
現
状

に
問
題
意
識
を
持
ち
、
改
善
し
て
い

こ
う
と
試
行
錯
誤
す
る
こ
と
に
よ
り
、

改
革
意
識
や
創
造
意
識
を
高
め
て
い

き
な
が
ら
、
職
員
力
の
向
上
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

小
規
模
特
認
校
の
学
校
経
営

公
共
施
設
、
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
対
策
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伊
藤　

幹
夫　

議
員

老
朽
化
に
よ
る
危
険
箇
所
の
認

識
と
情
報
収
集
及
び
点
検
修
繕

に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
建
設
課
長　

危
険
箇
所
の

認
識
の
う
ち
、
道
路
に
つい
て
は
、

現
場
作
業
班
及
び
担
当
職
員
に
よ
り

目
視
確
認
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
、
道
路
の
大
半
が
高
度
成
長
期
に

築
造
さ
れ
た
た
め
、
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

市
の
管
理
す
る
橋
り
ょ
う
に
つい
て

は
、
平
成　

年
4
月
1
日
現
在　

橋

24

187

あ
り
、
そ
の
う
ち
建
設
後　

年
を
経

50

過
す
る
も
の
は
全
体
の
2
％
だ
が
、　
20

年
後
に
は　

％
に
増
加
す
る
。

50

　

危
険
箇
所
の
情
報
収
集
に
つい
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
道
路
ウ
ォッ
チ
ン
グ
」

と
し
て
掲
載
し
、
市
民
に
危
険
箇
所

の
情
報
提
供
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

ま
た
、市
営
住
宅
に
つい
て
は
、入
居

者
や
管
理
人
か
ら
危
険
箇
所
の
情
報

を
収
集
し
て
い
る
。ま
た
、担
当
職
員
も

入
退
去
検
査
の
際
な
ど
に
危
険
箇
所

の
点
検
を
し
、現
状
把
握
に
努
め
てい
る
。

　

都
市
公
園
の
建
築
物
は
、
矢
板
市

施
設
管
理
公
社
に
よ
る
点
検
及
び
来

園
者
か
ら
の
通
報
や
情
報
提
供
に
よ

り
、
老
朽
箇
所
や
危
険
箇
所
の
現
状

把
握
に
努
め
て
い
る
。

実
践
・
成
果
を
も
と
に
、
小
規
模
校
の

良
さ
を
生
か
し
た
教
育
を
更
に
広
め
、

学
区
を
越
え
て
自
由
に
入
学
で
き
る
よ

う
小
規
模
特
認
校
を
指
定
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
目
的
は
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、

地
域
の
歴
史
と
伝
統
を
生
か
し
た
教

育
環
境
で
、
児
童
の
適
性
を
生
か
し
た

教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
心
身
の
健

康
増
進
を
図
り
、
豊
か
な
人
間
性
を

培
い
、
併
せ
て
複
式
学
級
の
解
消
を
図

る
こ
と
と
し
てい
る
。

　

両
校
と
も
、
小
規
模
校
の
特
性
を

生
か
し
た
き
め
細
や
か
な
教
育
や
、
特

色
あ
る
学
校
経
営
に
努
め
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
西
小
学
校
は「
学
習
習
慣
・

生
活
習
慣
・
健
康
習
慣
」を
身
に
付
け
、

自
主
性
を
育
て
る
こ
と
や
、
成
功
体
験

の
場
を
数
多
く
設
定
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
の
自
尊
感
情
を
高
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
良
さ
を
伸
ば
し
てい
く
。

　

平
成　

年
度
に
は
西
の
森
ふ
れ
あ
い

25

ス
ク
ー
ル
も
開
設
し
、
放
課
後
の
子
ど

も
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
てい
く
。

　

豊
田
小
学
校
は
、
少
人
数
対
応
学

習
で
全
学
年
「
英
語
教
育
」に
力
を
入

れ
る
と
と
も
に
、ド
リ
ル
学
習
に
よ
る
基

礎
・
基
本
の
向
上
に
努
め
る
。

　

今
後
も
広
報
や
い
た
や
ホ
ー
ムペ
ー
ジ

に
よ
る
周
知
と
幼
稚
園
・
保
育
園
への

案
内
な
ど
を
通
じ
て
、
小
規
模
特
認

校
制
度
が
機
能
し
てい
く
よ
う
取
り
組

ん
でい
く
。

　

点
検
修
繕
の
う
ち
、
老
朽
化
が
進

む
道
路
に
つい
て
は
、
長
期
的
な
維
持

修
繕
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。な
お

「
道
路
ウ
ォッ
チ
ン
グ
」
に
よ
り
情
報
提

供
を
受
け
た
も
の
の
う
ち
小
規
模
な

修
繕
は
、
市
の
現
場
作
業
班
及
び
担

当
職
員
が
随
時
実
施
し
、
で
き
な
い

場
合
は
、
建
設
会
社
に
依
頼
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

橋
り
ょ
う
に
つい
て
は
、
目
視
に
よ

る
点
検
を
実
施
し
、
橋
長　

m
以
上

15

の
橋
は
、
5
年
毎
の
詳
細
点
検
を
予

定
す
る
と
と
も
に
「
矢
板
市
橋
梁
長

寿
命
化
修
繕
計
画
」
を
作
成
し
、
計

画
的
な
修
繕
を
行
う
。

　

な
お
、
緊
急
を
要
す
る
危
険
箇
所

に
つい
て
、
修
繕
に
時
間
を
要
す
る
場

合
は
交
通
規
制
等
を
行
い
、
安
全
の

確
保
に
努
め
て
い
る
。

　

市
営
住
宅
に
つい
て
は
、
今
後
は
修

繕
の
方
向
性
を
明
確
化
し
、
施
設
や

設
備
工
事
の
優
先
順
位
を
決
め
る
な

ど
、
コス
ト
縮
減
に
も
配
慮
し
た
「
市

営
住
宅
長
寿
化
計
画
」を
策
定
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
都
市
公
園
の
建
築
物
に
異

常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
専
門
業

者
に
修
繕
を
依
頼
し
、
安
全
確
保
に

努
め
て
い
る
。

幼
児
期
の
防
災
教
育
の
現
状
と

ア
メ
リ
カ
式
防
災
教
育
の
導
入

推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

各
保
育
所
・
保
育
園
・
幼

稚
園
が
、
避
難
訓
練
や
消
火
訓

練
・
通
報
訓
練
な
ど
消
防
署
の
職
員

を
講
師
と
し
、
火
災
や
地
震
な
ど
の

災
害
に
対
す
る
訓
練
を
実
施
し
て
い

る
。
　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
火
の
危
険

性
や
火
遊
び
防
止
な
ど
を
学
習
さ
せ

た
り
、
県
防
災
館
で
体
験
学
習
を
実

施
し
て
い
る
園
も
あ
る
。各
園
で
は
災

害
を
想
定
し
た
マニュ
ア
ル
を
策
定
し
、

災
害
や
地
震
な
ど
に
備
え
て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
式
防
災
教
育
と
は
、
昔
か

ら
火
遊
び
が
原
因
で
子
ど
も
が
犠
牲

に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
子
ど

も
が
自
分
で
命
を
守
れ
る
よ
う
考
え

ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
い
う
。ア
メ
リ

カ
と
日
本
で
は
、
歴
史
や
考
え
方
・
生

活
習
慣
な
ど
の
違
い
か
ら
、
同
じ
環
境

で
は
な
い
が
、
子
ど
も
が
自
分
で
自
分

の
身
を
守
る
こ
と
を
学
習
し
て
お
く
こ

と
は
、
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
幼
児
期
に
は
自
己
判
断

を
す
る
の
に
未
熟
さ
が
あ
る
こ
と
を
考

慮
し
、
火
遊
び
を
し
な
い
、
火
事
を
見

つ
け
た
ら
周
り
に
知
ら
せ
る
、
先
生
や

親
な
ど
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
避
難
す

る
、
と
い
う
基
本
的
な
習
慣
づ
け
を
さ

せ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
身
を

守
る
と
い
う
現
在
の
防
火
指
導
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

市
管
理
の
道
路
及
び

構
造
物
の
安
全
性

幼
児
期
に
お
け
る
防
災
教
育

今
井　

勝
巳　

議
員

市
税
確
保
の
観
点
か
ら
、
今
後

の
市
内
経
済
動
向
を
ど
う
予
測

す
る
か
。ま
た
現
状
の
財
政
健
全
化
対

策
で
持
続
は
可
能
か
伺
う
。

市
長　

長
引
く
景
気
低
迷
や
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
、
矢
板
市

の
経
済
も
疲
弊
し
て
い
た
昨
年
夏
、

シ
ャ
ー
プ
栃
木
工
場
の
事
業
縮
小
が
公

表
さ
れ
た
。こ
の
影
響
は
、
多
数
の
従
業

員
は
も
と
よ
り
、
市
内
に
存
在
す
る

様
々
な
関
連
企
業
、
商
業
サ
ー
ビ
ス
業

等
に
ま
で
連
鎖
的
に
波
及
し
て
い
る
。さ

ら
に
は
、
そ
の
直
後
、
指
定
廃
棄
物
最

終
処
分
場
候
補
地
選
定
の
通
告
が
な

さ
れ
た
。放
射
性
物
質
の
飛
散
に
よ
る

直
接
的
な
被
害
か
ら
の
復
興
に
向
け
て

懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
さ
な
か
に
な

さ
れ
た
こ
の
候
補
地
選
定
は
、
市
民
の

不
安
と
と
も
に
地
域
経
済
に
対
す
る

更
な
る
風
評
被
害
を
招
く
こ
と
と
な
り
、

矢
板
市
の
経
済
は
、
大
き
な
逆
風
の
な

か
に
お
か
れ
た
。

　

昨
年　

月
に
誕
生
し
た
新
た
な
政

12

権
が
経
済
再
生
を
重
点
政
策
に
掲
げ

た
こ
と
で
、
そ
の
期
待
か
ら
株
価
な
ど

に
は
回
復
の
兆
し
も
見
え
始
め
て
い
る

が
、
経
済
対
策
の
効
果
が
期
待
ど
お
り

地
方
に
届
く
か
は
未
知
数
で
あ
り
、
今

後
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の
と
見
込

ん
でい
る
。

財
政
問
題
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矢
板
市
の
財
政
運
営
は
、
自
立
し

た
行
政
経
営
を
目
的
に
、
財
政
健
全

化
対
策
を
市
政
運
営
の
柱
と
し
て
位

置
づ
け
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や
人
件

費
の
削
減
、
税
収
を
始
め
歳
入
の
確
保

に
努
め
、
ま
た
、
限
ら
れ
た
財
源
の
有

効
活
用
に
よ
り
、
多
様
な
行
政
需
要
へ

的
確
に
対
応
し
な
が
ら
、
矢
板
市
の
将

来
を
見
据
え
た
施
策
の
実
施
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
は
、
財
政
健
全
化
対
策
は
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
事
務
事
業
の
更
な
る

効
率
化
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
てい
る
。

新
政
権
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
打
ち

出
し
て
い
る
。矢
板
と
し
て
期
待

で
き
る
も
の
は
何
か
。ま
た
成
長
戦
略

は
規
制
緩
和
を
大
胆
に
行
う
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。矢
板
市
と
し
て
取
り
組

め
る
も
の
は
あ
る
か
伺
う
。

市
長　

新
た
な
政
権
の
経
済
政

策
と
し
て
「
金
融
政
策
」「
機
動

的
な
財
政
政
策
」「
民
間
投
資
を
喚
起

す
る
成
長
戦
略
」
の
3
つ
が
基
本
方
針

と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
強
い
日
本
経
済
を

取
り
戻
す
こ
と
が
宣
言
さ
れ
た
。長
引

く
景
気
の
低
迷
か
ら
脱
却
し
、
経
済
が

地
方
に
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
の
政

策
が
速
や
か
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
に
、

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

経
済
対
策
は
、
命
と
暮
ら
し
を
守
る

た
め
に
緊
急
に
必
要
と
さ
れ
る
公
共
施

設
の
老
朽
化
対
策
、
防
災
・
減
災
対
策
、

生
活
空
間
の
安
全
確
保
の
た
め
の
交
通

安
全
対
策
に
よ
り
、
安
全
安
心
な
道

路
空
間
の
形
成
を
図
る
な
ど
と
なってい

る
。矢
板
市
に
お
い
て
も
こ
の
補
助
制
度

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
事
業
の

推
進
が
図
れ
る
も
の
と
考
え
てい
る
。

　

政
府
は
、経
済
の
活
性
化
、民
間
需

要
主
導
の
経
済
成
長
を
実
現
す
る
た

め
に
規
制
改
革
会
議
を
設
置
し
、雇
用

関
連
、エ
ネ
ル
ギ
ー・
環
境
関
連
、健
康
・

医
療
関
連
の
3
つ
を
重
点
分
野
と
し
て

議
論
・
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

産
業
の
海
外
流
出
防
止
を
目
的
と
し

て
、法
人
税
の
引
き
下
げ
な
ど
に
よ
る

国
内
立
地
の
支
援
を
行
う
な
ど
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
に
よ
り
、停
滞
し

て
い
る
矢
板
南
産
業
団
地
への
企
業
誘

致
が
促
進
さ
れ
る
と
期
待
し
てい
る
。

　

な
お
、
矢
板
市
が
現
行
の
規
制
緩

和
を
求
め
る
項
目
と
し
て
、
土
地
利
用

計
画
に
関
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

県
道
矢
板
那
須
線
バ
イ
パ
ス
周
辺
の
市

街
地
促
進
に
対
し
、
厳
し
い
状
況
で
は

あ
る
が
、
こ
の
沿
線
の
開
発
需
要
は
極

め
て
大
き
く
、
矢
板
市
の
将
来
を
見
据

え
る
と
、
こ
の
地
域
の
市
街
化
促
進
は

是
非
と
も
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。こ
れ
ら
土
地

利
用
や
大
規
模
開
発
の
許
認
可
を
は

じ
め
、
地
域
が
地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
自
由
な
ま
ち
づ
く
り
が
可
能
と
な
る

よ
う
、
一
層
の
規
制
緩
和
を
求
め
て
い

き
た
い
。

中
村　

有
子　

議
員

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
導
入

及
び
高
齢
者
、
障
が
い
者
世
帯

の
家
庭
ご
み
収
集
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な

ど
が
、
自
宅
で
緊
急
事
態
が
発
生
し

た
時
に
、
か
か
り
つ
け
医
の
情
報
や
緊

急
連
絡
先
、
病
歴
の
情
報
な
ど
を
救

急
隊
員
に
知
ら
せ
る
た
め
の
も
の
で
、

迅
速
な
対
応
を
要
す
る
緊
急
時
に
役

立
つ
も
の
で
あ
る
。

　

本
市
で
は
平
成　

年　

月
よ
り
矢

21

12

板
市
緊
急
時
連
絡
カ
ー
ド
の
配
布
を

行
って
い
る
。こ
の
カ
ー
ド
は
、
救
急
医

療
情
報
キ
ッ
ト
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
を

記
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
主
に
携
帯

用
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

自
宅
に
い
る
時
に
は
冷
蔵
庫
な
ど
に
貼

り
付
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て

い
る
。

　
カ
ー
ド
の
交
付
後
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
よ
る
定
期
的
な
訪
問
の

際
な
ど
に
、
所
持
の
確
認
や
利
用
の
徹

底
を
図
って
お
り
、
概
ね
有
効
に
活
用

さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
現
在
の
緊

急
時
連
絡
カ
ー
ド
を
定
着
さ
せ
、
継

続
し
た
活
用
を
進
め
て
い
く
考
え
で

あ
る
が
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
に
つ

い
て
も
、
二
重
の
安
心
と
し
て
の
効
果

も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
実

施
に
向
け
て
準
備
し
て
い
く
。

　

高
齢
者
、
障
が
い
者
世
帯
の
家
庭

ご
み
収
集
に
つい
て
は
、
家
庭
の
ご
み
を

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョン
ま
で
運
ぶ
こ
と
が
困

難
な
方
に
つい
て
は
、
介
護
保
険
や
障

が
い
者
福
祉
に
よ
る
ホ
ー
ムヘル
パ
ー
な

ど
を
利
用
し
て
い
る
。こ
の
他
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る「
家
事
ま
と

め
て
サ
ー
ビ
ス
」
事
業
な
ど
の
制
度
の

利
用
を
進
め
て
い
る
。

　
ゴ
ミ
出
し
の
困
難
な
方
を
対
象
と

し
た
戸
別
収
集
に
つい
て
は
、
孤
独
死

な
ど
の
予
防
を
図
る
こ
と
も
で
き
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
見
守
り
な
ど
に
は

有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
法
で
実
施

が
で
き
る
か
な
ど
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

期
日
前
投
票
の
宣
誓
書
の
事
前

記
入
に
つ
い
て
伺
う
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　

期

日
前
投
票
制
度
は
、
投
票
日
当

日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
方
の
た
め
に

平
成　

年　

月
の
法
改
正
に
よ
り
創

15

12

設
さ
れ
た
も
の
で
、
期
日
前
投
票
を

行
う
た
め
に
は
、
投
票
日
に
仕
事
を

し
て
い
る
等
の
申
し
立
て
を
し
た
う
え
、

そ
の
申
し
立
て
が
真
正
で
あ
る
旨
の
宣

誓
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
期
日
前
投
票
所
に
お
い
て
は

高
齢
者
に
も
簡
単
に
書
け
る
よ
う
、

当
日
投
票
所
へ
行
け
な
い
事
由
に
丸

印
を
つ
け
、そ
の
他
に
は
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
を
記
入
す
る
だ
け
の
宣
誓

書
を
用
意
し
て
い
る
。

　

一
方
、
事
前
に
記
入
さ
れ
た
宣
誓

書
の
場
合
、
本
人
が
書
い
た
も
の
で
あ

る
か
が
判
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
身
代
わ

り
投
票
や
二
重
投
票
な
ど
が
行
わ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。

　

今
後
、
宣
誓
書
の
様
式
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ンロ
ー
ド
で
き
る
よ
う

に
す
る
か
ど
う
か
に
つい
て
は
、
有
権

者
への
利
便
性
を
図
る
う
え
で
、
他
市

の
状
況
や
違
法
行
為
の
危
険
性
等
を

勘
案
し
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

選
挙
の
投
票
率
を
上
げ
る
こ
と
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
に
と
っ
て
大
き
な

課
題
で
あ
り
、
選
挙
時
の
み
な
ら
ず
、

常
日
頃
よ
り
選
挙
啓
発
に
努
め
て
い

る
が
、
投
票
率
は
な
か
な
か
上
が
ら
な

い
の
が
実
情
で
あ
る
。世
代
別
で
は
若

年
層
の
投
票
率
が
特
に
低
い
。そ
の
最

大
の
原
因
は
政
治
に
対
す
る
無
関
心

だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。政
治
に
関
心
が

あ
れ
ば
選
挙
に
も
関
心
が
生
ま
れ
、

ひ
い
て
は
投
票
率
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が

る
。若
者
の
政
治
に
対
す
る
関
心
を
、

今
後
い
か
に
高
め
て
い
く
か
が
重
要
な

テ
ー
マ
と
な
って
い
る
の
で
、
ご
協
力
願

い
た
い
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

選
挙
対
策
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宮
澤　

礼
人　

議
員

デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
導
入
に
当

た
り
、県
内
の
先
進
地
に
つ
い
て

交
通
導
入
の
背
景
を
始
め
と
し
て
、運

営
主
体
、利
用
状
況
、シ
ス
テ
ム
方
式

や
区
分
・
運
行
形
態
、事
業
者
委
託
方

式
や
契
約
方
式
、導
入
費
用
、運
用
費

用
等
を
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、中
に
は
数
年
を
か
け
て
十

分
検
討
し
、体
制
を
構
築
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、費
用
対
効
果
の
面
や
運
用

開
始
後
の
乗
客
が
少
な
い
な
ど
、課
題

が
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
実

態
で
あ
った
。

　
こ
う
し
た
実
態
を
踏
ま
え
、デ
マ
ン

ド
運
行
導
入
に
当
た
って
は
更
に
慎
重

に
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

今
後
は
、平
成　

年
度
に
現
在
の

25

路
線
バ
ス
の
路
線
拡
大
な
ど
大
幅
な

見
直
し
案
を
ま
と
め
、国
土
交
通
省

な
ど
関
連
機
関
や
市
内
事
業
者
等
で

構
成
す
る
地
域
公
共
交
通
会
議
に
諮

り
、細
部
を
確
定
す
る
。

　

具
体
的
運
行
計
画
の
概
要
は
、　14

人
乗
り
バ
ス
を
新
た
に
1
台
導
入
し
、

合
計
3
台
の
バ
ス
に
よ
り
特
に
交
通
空

白
地
帯
で
あ
る
市
西
部
や
東
部
地
区

等
の
新
た
な
路
線
拡
充
を
図
る
と
と

も
に
、矢
板
駅
、長
峰
公
園
、塩
谷
病

院
、道
の
駅
や
い
た
、県
営
木
幡
住
宅

等
の
市
街
地
を
循
環
す
る
バ
ス
の
新
た

な
運
行
に
つ
い
て
、　

月
を
目
途
に
進

10

め
る
予
定
で
あ
る
。

　

高
齢
社
会
、人
口
減
少
社
会
を
迎

え
、交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
重
要
課
題

で
あ
る
の
で
、ま
ず
は
路
線
バ
ス
の
路

線
拡
大
を
行
い
、そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

デ
マン
ド
交
通
に
つい
て
も
検
討
し
た
い
。

情
報
の
伝
達
・
発
信
に
つ
い
て
伺

う
。

総
合
政
策
課
長　

情
報
の
伝

達
・
発
信
の
目
的
と
し
て
は
、市

民
に
対
し
て
は
行
政
の
説
明
責
任
や

透
明
性
の
確
保
、信
頼
関
係
の
醸
成
が

あ
げ
ら
れ
る
。ま
た
、対
外
的
に
は
交

流
人
口
の
増
加
や
地
域
産
業
の
発
展

等
が
あ
げ
ら
れ
る
。そ
の
た
め
、情
報
の

重
要
性
を
理
解
し
、受
け
取
り
側
の

立
場
を
考
慮
し
な
が
ら
様
々
な
手
法

で
発
信
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
一
手
段
と
し
て
、3
月　

日
に

18

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
よ
り
見
や
す
く
、

わ
か
り
や
す
く
、使
い
や
す
く
す
る
た

め
に
リ
ニュ
ー
ア
ル
し
、公
開
す
る
。新

し
い
機
能
と
し
て
は
、矢
板
の
子
育
て

や
生
活
を
紹
介
し
た
ウ
ェ
ブ
ム
ー
ビ
ー

や
、市
内
観
光
地
等
の
情
報
を
写
真
で

伝
え
る
パ
ノ
ラ
マ
ビ
ュ
ー
を
導
入
し
た
。

さ
ら
に
は
子
育
て
情
報
を
知
ら
せ
る

子
育
て
支
援
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
を

新
設
し
た
。ま
た
、ツ
イ
ッ
タ
ー
を
導
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
の
情
報

発
信
よ
り
も
即
時
性
や
双
方
向
性
、

伝
播
力
等
が
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。

そ
の
運
用
に
お
い
て
は
配
信
内
容
を
工

夫
し
、災
害
時
な
ど
に
も
積
極
的
に

活
用
す
る
。

　

次
に
F
M
と
ち
ぎ
の
番
組
に
よ
る

矢
板
の
情
報
発
信
事
業
に
つ
い
て
は
、

4
月
の
開
始
に
向
け
、準
備
を
行
っ
て

い
る
。市
の
イ
ベ
ン
ト
、観
光
、店
舗
、施

設
な
ど
の
情
報
の
ほ
か
、市
民
力
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
た
コ
ー
ナ
ー
を
1
時
間

程
度
の
番
組
の
中
に
盛
り
込
み
、放
送

す
る
。矢
板
市
の
良
さ
を
伝
え
、交
流

人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
た
い
。

　

防
災
関
係
の
情
報
発
信
に
つい
て
は
、

平
成　

年
度
中
に
防
災
行
政
デ
ジ
タ

24

ル
無
線
を
公
共
施
設
及
び
自
治
公
民

館
等
の
避
難
所
へ　

基
整
備
し
、運
用

60

を
開
始
す
る
。さ
ら
に
、平
成　

年
度

26

ま
で
に　

基
全
て
を
整
備
し
、運
用
を

101

開
始
す
る
。防
災
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
は
、平
成　

年
度
よ
り
運

24

用
を
開
始
し
、市
民
、市
職
員
、消
防

団
員
合
わ
せ
て
約
1,
0
4
1
件
が

登
録
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
を
積
極
的

に
活
用
す
る
こ
と
で
災
害
時
な
ど
に
、

よ
り
迅
速
な
情
報
発
信
が
可
能
と
な

る
。
　

今
後
と
も
自
治
体
間
格
差
に
勝
ち

抜
く
た
め
、市
内
外
に
対
し
て
様
々
な

手
法
を
検
討
し
、情
報
を
伝
達
、発
信

す
る
。

佐
貫　
　

薫　

議
員

い
じ
め
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

平
成　

年
度
上
半
期

24

（
4
月
～
9
月
）問
題
行
動
調
査

に
お
い
て
、い
じ
め
の
状
況
を
把
握
し
て

い
る
が
、平
成　
・　

年
度
と
比
べ
る
と

22
23

件
数
が
増
加
し
て
い
る
。こ
れ
は
全
国

的
な
傾
向
で
あ
り
、大
津
市
の
事
件
に

よ
り
、こ
れ
ま
で
は
認
識
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
よ
う
な
事
例
ま
で
い
じ
め
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
市
で
は
、迅
速
な
対
応
に
よ
り
い

じ
め
は
す
べ
て
解
消
さ
れ
て
お
り
、重

大
な
事
例
に
は
至
って
い
な
い
。内
容
に

つい
て
は
、児
童
・
生
徒
の
発
達
段
階
に

よって
違
い
は
あ
る
が
、休
み
時
間
や
放

課
後
等
で
の
思
い
や
り
不
足
や
規
範

認
識
の
欠
如
に
よ
る
言
動
等
に
起
因

す
る
も
の
が
目
立
つ
状
況
で
あ
る
。

　
い
じ
め
の
予
防
と
し
て
は
、早
期
発

見
、早
期
対
応
が
基
本
と
な
る
が
、引

き
続
き
、心
の
教
育
の
推
進
、居
が
い

感
の
あ
る
集
団
づ
く
り
、関
係
機
関
と

の
連
携
を
行
って
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、家
庭
環
境
や
さ
ま
ざ
ま
な
個

性
に
起
因
す
る
事
例
が
増
え
て
き
て

い
る
た
め
、継
続
性
の
あ
る
個
別
理
解

と
指
導
、問
題
行
動
へ
の
共
通
理
解
、

子
ど
も
た
ち
の
い
じ
め
問
題
への
意
識

を
高
め
る
な
ど
、更
な
る
対
策
が
必
要

と
な
って
い
る
。

　

そ
の
た
め
、課
題
解
決
に
向
け
て
は
、

小
中
学
校
間
で
の
密
接
な
情
報
交
換
、

学
校
内
で
の
問
題
行
動
や
有
効
な
対

応
への
徹
底
し
た
共
通
理
解
、児
童
会

や
生
徒
会
への
い
じ
め
解
消
に
向
け
た

意
識
啓
発
を
進
め
て
い
る
。

　

平
成　

年
度
は
県
よ
り
全
教
職
員

24

に
い
じ
め
の
理
解
と
対
応
に
つい
て
の
冊

子
が
配
布
さ
れ
、い
じ
め
の
定
義
・
指

導
体
制
・
対
応
・
予
防
に
対
す
る
徹
底

し
た
指
導
及
び
理
解
が
図
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、県
内
全
小
中
学
校
の
児
童
指

導
・
生
徒
指
導
担
当
者
の
研
修
が
行

わ
れ
、市
内
各
小
中
学
校
で
も
い
じ
め

問
題
への
徹
底
し
た
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。さ
ら
に
、本

市
で
は
平
成　

年
度
か
ら
文
部
科
学

25

省
の
い
じ
め
防
止
推
進
事
業
に
取
り

組
み
、市
全
体
で
引
き
続
き
課
題
解

決
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

現
状
の
動
き
と
課
題
及
び
今
後

の
動
き
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

現
状
の
動
き
と
課
題
に

つ
い
て
は
、市
と
し
て
指
定
廃
棄

物
最
終
処
分
場
候
補
地
の
白
紙
撤
回

を
求
め
る
要
望
書
を
、昨
年　

月　
10

22

放
射
性
廃
棄
物
最
終

処
分
場
候
補
地
問
題

交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備

自
治
体
間
格
差
に
勝
ち
抜
く
為
に

安
全
・
安
心
、
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
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日
に
長
浜
環
境
大
臣（
当
時
）と
栃
木

県
選
出
の
国
会
議
員
へ
、　

月　

日
に

12

27

は
安
倍
総
理
大
臣
と
石
原
環
境
大
臣

へ
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
、候
補
地
選
定
の

白
紙
撤
回
を
訴
え
て
き
た
。

　

ま
た
、市
民
を
は
じ
め
多
く
の
方
に

こ
の
問
題
を
知
って
い
た
だ
く
た
め
、広

報
や
い
た
に
お
い
て
は　

月
1
日
号
へ

10

の
特
集
掲
載
、　

月
1
日
に
特
別
号

12

を
発
行
し
た
ほ
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
掲
載
し
て
き
た
。

　

一
方
、こ
れ
ま
で
市
民
同
盟
会
を
は

じ
め
、市
民
に
よ
り
、白
紙
撤
回
を
求

め
る
署
名
運
動
や
昨
年　

月
2
日
の

12

一
万
人
集
会
、さ
ら
に
は　

月　

日
の

12

20

国
会
周
辺
デ
モ
な
ど
が
行
わ
れ
、オ
ー

ル
矢
板
で
の
市
民
運
動
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、同
じ
く
指
定
廃
棄
物
最

終
処
分
場
候
補
地
に
指
定
さ
れ
た
茨

城
県
高
萩
市
と
は
昨
年　

月　

日
、

11

19

白
紙
撤
回
に
向
け
て
共
同
歩
調
で
取

り
組
む
こ
と
で
合
意
し
、連
携
を
図
っ

て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
行
政
の
活
動
に
つ
い
て

は
、広
報
や
い
た
3
月　

日
特
別
号
で
、

15

最
終
処
分
場
候
補
地
と
な
って
い
る
塩

田
地
区
を
紹
介
す
る
な
ど
の
広
報
活

動
を
行
う
ほ
か
、市
民
対
象
の
勉
強

会
開
催
を
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、今
後
、行
政
と
市
民
同
盟
会

が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、市
民
が

最
終
処
分
場
に
対
す
る
問
題
意
識
を

持
ち
続
け
て
い
け
る
よ
う
な
働
き
か

け
を
し
て
い
き
た
い
。

結　果所管委員会提　出　者件　　名陳情番号

採　　択総務厚生

宇都宮市宝木町2-1017-8
レインボー薬局宝木店2F
栃木県社会保障推進協議会
　会長　大根田　紳

国民健康保険への国庫負
担増額を求める陳情陳情第18号

請願・陳情はこんな方法で
　請願・陳情は、市民の皆様の要望を市政に反映させるた
めの制度です。
　矢板市議会へ請願書・陳情書を提出する方は、次の要領
でご持参ください。

■請願書・陳情書は、右の様式に準じて、日本語で作成してください。
■内容は簡単な趣旨、理由、提出日、請願者（陳情者）の住所及び氏名を
記載し、押印して提出してください。
■用紙サイズはＡ４版でお願いします。
■請願書には、必ず１人以上の紹介議員（矢板市議会議員）の署名又は
記名押印が必要ですが、陳情書には紹介議員は必要ありません。

■道路や水路等の場合は、地図の写しや略図を添付してください。
■請願・陳情はいつでも（市役所が閉庁のときを除く。）受け付けていますが、
事務処理の都合がありますので、定例会開会日の１０日ぐらい前までに提
出してください。
　なお、定例会は、３月・６月・９月・１２月の年４回開催されます。
■その他不明な点については、議会事務局にお問い合わせください。

電話（0287）43－6216

請願書様式
（表　紙）
　○○○○○に関する請願書
　　　紹介議員　氏　　　　名○
（内　容）
　件　名　○○○○○に関する請願
　要　旨　…………………………………
　理　由　…………………………………
　　地方自治法第１２４条の規定により、
　上記の請願書を提出します。
　　平成　　年　　月　　日
　請願者（代表）
　　住　所
　　氏　名　○○○○　○
　　（連名のときは末尾に署名簿を添え、ここ
　　には代表者を記載し、ほか何名とする。）
　　矢板市議会議長　　　　　　様

印

印

陳情書様式
（表　紙）
　○○○○○に関する陳情書
（内　容）
　件　名　○○○○○に関する陳情
　要　旨　…………………………………
　理　由　…………………………………
　　平成　　年　　月　　日
　陳情者（代表）
　　住　所
　　氏　名　○○○○　○
　　（連名のときは末尾に署名簿を添え、ここ
　　には代表者を記載し、ほか何名とする。）
　　矢板市議会議長　　　　　　様

印

陳 情 審 査 結 果 （ 第 321回 ）
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指定廃棄物の最終処分場候補地の白紙撤回を求める意見書

　平成24年9月3日、突然環境副大臣が来庁し、地元自治体に一切の相談もなく、指定廃棄物の最終処分場候補地を矢板市塩田
地内の国有林野としたことが、明らかになった。
　放射性物質汚染対処特措法に基づく基本方針に示すとおり、指定廃棄物の処理は当該指定廃棄物が排出された都道府県内で
行うものとしている。栃木県内で発生し、一時的な保管が長期化している多量の指定廃棄物や農林業系副産物等可燃性廃棄物の
処理を迅速に進めるには、県内のいずれかの場所において最終処分場を設置しなければならないことは承知している。
　しかしながら、本市は放射線量の汚染状況重点調査地域に指定されており、現在、公共施設を中心に除染作業を実施していると
ころである。加えて、多くの市民が、農産物等の風評被害に苦しんでいる状況にあり、市民は一日も早い復興に向け、懸命の努力を
しているところである。このような状況における今回の本候補地の選定は、こうした市民の不断の努力や、安全安心を希求する切なる
思いを踏みにじるものであり、到底応じられるものではない。
　今回示された候補地は、塩田ダムの至近に位置する農業用水の直接的な水源地であるとともに、広く、水道水源地となっている。
　9000立方メートルを超える高濃度の指定廃棄物を遮蔽するコンクリート等は必ず劣化する。将来にわたって安全であるとは断じて言
えず、地下水等の汚染の可能性は否定できない。
　また、可燃性指定廃棄物を仮設焼却炉で焼却すれば、放射性物質飛散による被害が危惧される。候補地の近くには矢板市の主
要な上水道水源の一つである寺山ダムがあるため、市民は大きな不安を抱いている。
　さらに、候補地に近接して関谷活断層が存在するため、一帯は強い地震の発生する危険をはらんでいる。高度な安全性の確保が
必須の施設である最終処分場を、活断層の近くに建設してはならないことは明白である。このような場所を最終処分場候補地としたこ
とは、全く理解ができない。
　こうした種 の々懸念が渦を巻いているため、風評被害については、想像を絶する規模となること必至である。農林業や観光業を初
めとして、本市及び近隣一帯は諸般にわたり今後数十年以上、壊滅的な打撃を受け続けることになる。
　矢板市は、水環境保全条例の制定や環境都市宣言を行い、自然環境の保全に努めている。平成23年3月に策定した第2次21世
紀矢板市総合計画においては、目指す矢板市の姿の一つとして『「水・風・緑」きらきら』と謳い、水と空気と大地がきらめくまちづくりに
積極的に取り組んでいるところであるが、最終処分場候補地は矢板市の自然を象徴する高原山の中腹に位置している。このような場
所を最終処分場候補地としたことを受け入れることは到底できない。
　本市議会は、平成24年9月7日付けで指定廃棄物の最終処分場建設候補地の白紙撤回を求める意見書を内閣総理大臣、環境
大臣、衆議院議長及び参議院議長に提出したところであるが、平成24年12月の政権交代により新たな内閣が誕生した。よって、新
たな内閣において、さきの内閣が選定した最終処分場候補地を白紙撤回するよう、強く求めるものである。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成25年1月17日
矢板市議会議長　守田　浩樹　

内閣総理大臣、環境大臣、衆議院議長、参議院議長　あて

意見書の提出
　第320回臨時会において議員案として意見書1件が提出され、原案のとおり可決し、関係機関に提出しました。

国民健康保険への国庫負担増額を求める意見書

　深刻な経済危機が市民の雇用と暮らしを直撃するとともに、医療・介護・福祉・年金制度など、社会保障制度の大幅な後退により、
住民から悲痛な声が上がっている。
　とりわけ国民健康保険については、所得が減って保険税を払いたくても払えない世帯が増えており、中には受診抑制をせざるを得
ない世帯もある。
　厚生労働省によれば、ここ数年、国民健康保険税が払えない滞納世帯は加入世帯の約2割に上っている。
　この事態の大きな原因は、国が出す補助金を減らしてきたことにある。各自治体においては、厳しい財政の中、保険税を上げざる
を得ない状況も見られる。
　国民健康保険制度は、日本国憲法第25条に基づき、国民健康保険法で社会保障制度と位置付けられ、国民皆保険制度の土
台として、国民誰一人漏れることなく医療を受けることができるように作られた制度である。保険証がないために受診を控え、医療が
受けられない事態があってはならない。
　よって、国においては国民健康保険への国庫負担を増額するよう要望する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　平成25年3月21日
矢板市議会議長　守田　浩樹　

内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣　あて

　第321回定例会において議員案として意見書1件が提出され、原案のとおり可決し、関係機関に提出しました。
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議会を傍聴しましょう議会を傍聴しましょう議会を傍聴しましょう
　議会（定例会や臨時会）、全員協議会を公開しています。傍聴することは、議会の活動や
市政を知る最も良い方法です。ぜひお越しください。
　なお、次の定例会、全員協議会の予定は、14ページに記載しています。
　ご不明の点については、議会事務局までお問い合わせください。

電話：43－6216　FAX：44-1100

議会改革検討結果

　議会改革につきましては、かねてより議会運営委員会で検討し、2月14日の全員協議会において了承されまし
た。その内容は、次のとおりです。

　　一般質問の一問一答制について1
・現在、再質問から一問一答制をとっていますが、傍聴者によりわかりやすくするため、最初の質問から一
問一答制で行います。実施については、平成25年6月定例会で試行し、9月定例会から本格導入することと
しました。

　　常任委員会等の傍聴について2
・常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会の傍聴については、スペースの関係から傍聴者の人数は限ら
れますが、だれでも自由に傍聴できるよう改めました。

　　市議会傍聴規則の見直しについて3
・傍聴する場合、氏名、住所及び年齢の記載が必要でしたが、年齢の記載を撤廃しました。

　　議長口述書について4
・議長の口述は、議会独特な言い回しや文語調でわかりにくい部分がありましたが、口語調に変更し、市民
に親しみやすい議会としました。

　　議員の賛否の公表について5
・議案等に対する議員の賛否の結果については、平成25年5月1日号（本号）の議会だよりから掲載すること
としました。（5ページに掲載）

　「議会だより」をより市民の身近な広報紙
とするため、市民参加の一環として議会だよ
りの表紙写真（８月１日号にふさわしいもの）
を一般公募します。

（１）テ ー マ　市内の時節にふさわしい写
真（風景や催し物など）

（２）規　　格　カラー写真（デジタルデータ
可）※合成写真不可

（３）応募資格　アマチュアの方に限る

■目　的

■応募規定

（１）応募は１人１点とする
（２）作品は未発表のものに限る
（３）応募作品には、撮影場所、撮影者の

住所・氏名・電話番号を明記すること

■応募上の注意

■選考 議会だより広報委員会で選考し
ます。

■その他
■〆　切

7月12日（金）まで
採用者には粗品を進呈します。

詳細は、議会事務局へお問い合わせください。

43-6216

議議

会だ
より（

次回は8月1日）

議

会だ
より（

次回は8月1日）

表紙表紙の写真写真

募集募集
表紙の写真

募集
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12
月
6
日（
定
例
会
開
会
日
）、

12
月
19
日（
定
例
会
閉
会
日
）、

1
月
21
日
、2
月
13
日
、

2
月
28
日（
定
例
会
開
会
日
）、

3
月
20
日（
定
例
会
閉
会
日
）

○　

日
程
等
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、傍
聴
す
る
場
合
は
、あ

ら
か
じ
め
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

5
日　

市
議
会
議
員
共
済
会
第
105
回

代
議
員
会　
　
　
（
東
京
都
）

6
日　

活
性
化
対
策
特
別
委
員
会
行

政
視
察　
　
　
　
（
長
野
県
）

12
日　

塩
谷
広
域
行
政
組
合
全
員
協

議
会
及
び
定
例
会（
矢
板
市
）

14
日　

全
員
協
議
会

18
日　

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会

協
議
会
第
39
回
総
会（東

京
都
）

21
日　

議
会
運
営
委
員
会

25
日　

安
中
市
議
会
民
主
社
民
ク
ラ

ブ
行
政
視
察
来
庁

26
日　

県
北
五
市
議
長
会
議

（
那
須
烏
山
市
）

◆
定
例
会
の
予
定

▼
6
月
定
例
会

○
会
期　

6
月
7
日
〜
20
日

　

7
日　

定
例
会
開
会

　

10
日
・
11
日　

一
般
質
問

　

12
日
〜
14
日　

常
任
委
員
会

　

20
日　

定
例
会
閉
会

▼
9
月
定
例
会

○
会
期　

9
月
6
日
〜
26
日

▼
12
月
定
例
会

○
会
期　

12
月
6
日
〜
19
日

▼
3
月
定
例
会

○
会
期　

2
月
28
日
〜
3
月
20
日

◆
全
員
協
議
会

5
月
21
日
、

6
月
7
日（
定
例
会
開
会
日
）、

6
月
20
日（
定
例
会
閉
会
日
）、

7
月
17
日
、8
月
20
日
、

9
月
6
日（
定
例
会
開
会
日
）、

9
月
26
日（
定
例
会
閉
会
日
）、

10
月
17
日
、11
月
19
日
、

　

今
後
の
定
例
会
及
び
全
員
協
議
会
の

予
定
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

２
月

議
会
の
予
定

議
会
の
予
定

議
会
の
予
定

あとがきあとがきあとがきあとがきあとがき
議会だより第181号をお届けします。
　一般質問は、紙面の関係で全質問を掲載できませ
んが、会議録で見ることができます。
　会議録は、6月上旬から議会事務局、図書館、矢板・
泉・片岡公民館でご覧になれます。
　また、矢板市のホームページでもご覧になれます。

（ホームページアドレス）

http://www.city.yaita.tochigi.jphttp://www.city.yaita.tochigi.jphttp://www.city.yaita.tochigi.jp

この“やいた議会だより”は環境に配慮し、
再生紙と大豆油インキを使用しています。

ごみ減量マスコット
リサちゃんクルちゃん

編　

集
／
議
会
だ
よ
り
広
報
委
員
会　

☎
43̶

6
2
1
6

印　

刷
／
㈲
ジ
ャ
ス
ト
カ
ッ
プ
ス　

☎
48̶

8
3
3
8

３
月

４
月

指
定
廃
棄
物
最
終
処

分
場
に
係
る
経
緯

1
月
17
日

2
月
25
日

同
日

3
月
4
日

3
月
16
日

3
月
27
日

1
日　

全
員
協
議
会

1
日
〜
21
日　

第
321
回
矢
板
市
議
会

定
例
会

12
日　

災
害
対
策
特
別
委
員
会

21
日　

議
会
運
営
委
員
会
、全
員
協

議
会

16
日　

第
281
回
栃
木
県
市
議
会
議
長

会
議　
　
　
　
（
宇
都
宮
市
）

17
日　

全
員
協
議
会
、広
報
委
員
会
、

活
性
化
対
策
特
別
委
員
会
、

災
害
対
策
特
別
委
員
会

25
日　

関
東
市
議
会
議
長
会
第
79
回

定
期
総
会　
　
　
（
山
梨
県
）

臨
時
会
閉
会
後
、高
萩
市
を

訪
問
し
、候
補
地
の
現
地
調

査
及
び
高
萩
市
議
員
団
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催

井
上
環
境
副
大
臣
ら
来
庁
。

指
定
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

候
補
地
の
選
定
に
係
る
経
緯

の
検
証
及
び
今
後
の
方
針
に

つい
て
の
説
明
に
同
席

矢
板
市
民
同
盟
会・塩
田
地

区
住
民
に
対
す
る
国
の
経
緯

の
検
証
及
び
今
後
の
方
針
に

つい
て
の
説
明
会
に
同
席

白
紙
撤
回
を
求
め
る
市
民
同

盟
会
実
行
委
員
会
に
参
加

第
1
回
指
定
廃
棄
物
等
有

識
者
会
議
に
出
席

白
紙
撤
回
を
求
め
る
市
民
同

盟
会
緊
急
市
民
集
会
に
参
加

○FMとちぎにて毎週火曜日午後1時30分より「矢板時間」放送中！
○とちぎテレビのデータ放送で矢板情報発信中！

お知らせ


